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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】隣接する無線基地局ｅＮＢ間で、ＣＣ単位の干
渉レベルを交換する。
【解決手段】無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２が、周
辺無線基地局ｅＮＢ＃２/ｅＮＢ＃１に対して、複数の
ＣＣに含まれるＣＣごとに、下りリンク及び上りリンク
別に、干渉レベルとして、「ｈｉｇｈ　ｉｎｔｅｒｆｅ
ｒｅｎｃｅ」、「ｍｅｄｉｕｍ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎ
ｃｅ」、「ｌｏｗ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ」のいず
れかについて通知する工程を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が、無線基地局配下の複数のキャリアを用いて通信を行う移動通信方法であって
、
　前記無線基地局が、周辺無線基地局に対して、前記複数のキャリアに含まれるキャリア
ごとに、下りリンク及び上りリンク別に、干渉レベルについて通知する工程を有すること
を特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記無線基地局が、通知された前記干渉レベルに基づいて、前記複数のキャリアに含ま
れる主キャリア又は副キャリアにおけるサービングセルを決定する工程を更に有すること
を特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　移動局が、無線基地局配下の複数のキャリアを用いて通信を行うことができるように構
成されている移動通信システムで用いられる無線基地局であって、
　周辺無線基地局に対して、前記複数のキャリアに含まれるキャリアごとに、下りリンク
及び上りリンク別に、干渉レベルについて通知するように構成されている送信部を具備す
ることを特徴とする無線基地局。
【請求項４】
　通知された前記干渉レベルに基づいて、前記複数のキャリアに含まれる主キャリア又は
副キャリアにおけるサービングセルを決定するように構成されている制御部を更に具備す
ることを特徴とする請求項３に記載の無線基地局。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法及び無線基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図５に示すように、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式において
、無線基地局ｅＮＢが、隣接する無線基地局ｅＮＢとの間で、周波数領域（Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｄｏｍａｉｎ）で、上りリンクにおけるＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ：物理リソースブロック）単位で、「Ｈｉｇｈ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ＰＲＢ」として、干渉レベルの高いＰＲＢに係る情報を交換し、干渉レベルの高
いＰＲＢへのスケジューリングを回避する方法が規定されている。
【０００３】
　また、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式では、移動局ＵＥは、１つの無線基地局ｅＮＢ配
下の複数のキャリア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を用いて、ＣＡ（Ｃ
ａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）通信を行うことができるように構成されている
。
【０００４】
　ここで、ＣＡ通信における周波数領域で干渉を低減する「ＩＣＩＣ（　Ｉｎｔｅｒ　Ｃ
ｅｌｌ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）」として、例えば、干
渉レベルの高いＣＣを、ＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ
：主キャリア）又はＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ
：副キャリア）におけるサービングセルＰｃｅｌｌ/Ｓｃｅｌｌに設定しないという方法
が考えられる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.４２３



(3) JP 2012-253407 A 2012.12.20

10

20

30

40

50

【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.２１３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のＬＴＥ方式では、無線基地局ｅＮＢが、上りリンクにおけるＰＲ
Ｂ単位で、「Ｈｉｇｈ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ＰＲＢ」を通知するように構成され
ているため、隣接する無線基地局ｅＮＢ間で、ＣＣ単位の干渉レベル（すなわち、システ
ム帯域幅全体の干渉レベル）について交換することができない。
【０００７】
　特に、従来のＬＴＥ方式では、隣接する無線基地局ｅＮＢ間で、下りリンクにおける干
渉レベルについて交換することができない。
【０００８】
　したがって、従来のＬＴＥ方式における隣接する無線基地局間の干渉レベルの交換方法
では、上述のＣＡ通信における周波数領域でのＣＣ単位の「ＩＣＩＣ」を実現することが
できないという問題点があった。
【０００９】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、隣接する無線基地局ｅＮ
Ｂ間で、ＣＣ単位の干渉レベルを交換することができる移動通信方法及び無線基地局を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の特徴は、移動局が、無線基地局配下の複数のキャリアを用いて通信を行
う移動通信方法であって、前記無線基地局が、周辺無線基地局に対して、前記複数のキャ
リアに含まれるキャリアごとに、下りリンク及び上りリンク別に、干渉レベルについて通
知する工程を有することを要旨とする。
【００１１】
　本発明の第２の特徴は、移動局が、無線基地局配下の複数のキャリアを用いて通信を行
うことができるように構成されている移動通信システムで用いられる無線基地局であって
、周辺無線基地局に対して、前記複数のキャリアに含まれるキャリアごとに、下りリンク
及び上りリンク別に、干渉レベルについて通知するように構成されている送信部を具備す
ることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１２】
　以上説明したように、本発明によれば、隣接する無線基地局ｅＮＢ間で、ＣＣ単位の干
渉レベルを交換することができる移動通信方法及び無線基地局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「Ｌｏａｄ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「Ｌｏａｄ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図５】従来の移動通信システムについて説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。本実施形態では、本実施形態に係る移動通信システムとして、ＬＴＥ方式の移動
通信システムを例示して説明するが、本発明は、ＬＴＥ方式以外の移動通信システムにも
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適用可能である。
【００１５】
　なお、本実施形態に係る移動通信システムでは、例えば、セル間の干渉を低減するため
に、「ＩＣＩＣ」を行うことができるように構成されている。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、セル＃１を管理する無線基
地局ｅＮＢ＃１と、セル＃２を管理する無線基地局ｅＮＢ＃２とを具備している。
【００１７】
　なお、セル＃１及び＃２は、マクロセルであってもよいし、ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓ
ｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）セルであってもよい。なお、ＣＳＧセルは、フェムト
（Ｆｅｍｔｏ）セルやマイクロ（Ｍｉｃｒｏ）セルやピコ（Ｐｉｃｏ）セル等と呼ばれて
もよい。
【００１８】
　また、無線基地局ｅＮＢ＃１と無線基地局ｅＮＢ＃２との間では、Ｘ２コネクションを
設定することができるように構成されている。
【００１９】
　移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２配下の複数のＣＣを用いてＣＡ通信
を行うことができるように構成されている。
【００２０】
　図１の例では、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃１配下において、下りリンク用ＣＣ
として、ＣＣ＃１１ａ及びＣＣ＃１１ｂを用いて、かつ、上りリンク用ＣＣとして、ＣＣ
＃１２ａ及びＣＣ＃１２ｂを用いて、ＣＡ通信を行っている。
【００２１】
　その結果、無線基地局ｅＮＢ＃２において、ＣＣ＃１１ａ及びＣＣ＃１２ａの干渉レベ
ルが高くなっている。
【００２２】
　無線基地局ｅＮＢ＃１及び無線基地局ｅＮＢ＃２の機能は、基本的に同一であるため、
以下、代表して、無線基地局ｅＮＢ＃１の機能について説明する。
【００２３】
　図２に示すように、無線基地局ｅＮＢ＃１は、受信部１１と、送信部１２と、ＣＡ制御
部１３とを具備している。
【００２４】
　受信部１１は、移動局ＵＥ及び周辺無線基地局ｅＮＢ（例えば、無線基地局ｅＮＢ＃２
）から、各種信号を受信するように構成されている。
【００２５】
　具体的には、受信部１１は、周辺無線基地局ｅＮＢ（例えば、無線基地局ｅＮＢ＃２）
から、周辺無線基地局ｅＮＢにおけるＣＣの干渉レベルに係る情報を受信するように構成
されている。
【００２６】
　ここで、受信部１１は、ＣＣ（Ｅ-ＣＧＩ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ-Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ
　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）ごとに、下りリンク及び上りリンク別に、周辺無線基地局ｅＮＢに
おけるＣＣの干渉レベルに係る情報を受信するように構成されている。
【００２７】
　例えば、受信部１１は、図３又は図４に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」に
よって、周辺無線基地局ｅＮＢにおけるＣＣの干渉レベルに係る情報を受信するように構
成されている。
【００２８】
　送信部１２は、移動局ＵＥ及び周辺無線基地局ｅＮＢ（例えば、無線基地局ｅＮＢ＃２
）に対して、各種信号を送信するように構成されている。
【００２９】
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　具体的には、送信部１２は、周辺無線基地局ｅＮＢ（例えば、無線基地局ｅＮＢ＃２）
に対して、無線基地局ｅＮＢ＃１におけるＣＣの干渉レベルに係る情報を送信するように
構成されている。
【００３０】
　ここで、送信部１２は、ＣＣ（Ｅ-ＣＧＩ）ごとに、下りリンク及び上りリンク別に、
無線基地局ｅＮＢ＃１におけるＣＣの干渉レベルに係る情報を送信するように構成されて
いる。
【００３１】
　例えば、受信部１１は、図３又は図４に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」に
よって、無線基地局ｅＮＢ＃１におけるＣＣの干渉レベルに係る情報を受信するように構
成されている。
【００３２】
　ここで、図３に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」は、「３ＧＰＰ　ＴＳ３６
.４２３」に規定されている情報要素に加えて、情報要素「Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ　Ｉｔｅｍ」配下に、情報要素「ＵＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏ
ａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」及び情報要素
「ＤＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓ
ｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」を有している。
【００３３】
　情報要素「ＵＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」には、「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-ＣＧＩ）
」によって特定されるＣＣにおける上りリンクの干渉レベルとして、「ｈｉｇｈ　ｉｎｔ
ｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（干渉レベル高）」、「ｍｅｄｉｕｍ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（
干渉レベル中）」及び「ｌｏｗ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（干渉レベル低）」のいずれ
かが設定可能である。
【００３４】
　情報要素「ＤＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」には、「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-ＣＧＩ）
」によって特定されるＣＣにおける下りリンクの干渉レベルとして、「ｈｉｇｈ　ｉｎｔ
ｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（干渉レベル高）」、「ｍｅｄｉｕｍ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（
干渉レベル中）」及び「ｌｏｗ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（干渉レベル低）」のいずれ
かが設定可能である。
【００３５】
　また、図３に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」は、「３ＧＰＰ　ＴＳ３６.
４２３」に規定されている情報要素に加えて、情報要素「Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　Ｉｔｅｍ」配下に、情報要素「ＵＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」及び情報要素「ＤＬ　Ｈ
Ｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗ
ｉｄｔｈ全体）」を有している。
【００３６】
　情報要素「ＵＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙ
ｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」には、「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-ＣＧＩ）」によっ
て特定されるＣＣにおける上りリンクの干渉レベルとして、「ｔｒｕｅ（干渉レベル高）
」及び「ｆａｌｓｅ（干渉レベル低）」のいずれかが設定可能である。
【００３７】
　情報要素「ＤＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙ
ｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」には、「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-ＣＧＩ）」によっ
て特定されるＣＣにおける下りリンクの干渉レベルとして、「ｔｒｕｅ（干渉レベル高）
」及び「ｆａｌｓｅ（干渉レベル低）」のいずれかが設定可能である。
【００３８】
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　また、図４に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」は、「３ＧＰＰ　ＴＳ３６.
４２３」に規定されている情報要素に加えて、情報要素「Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　Ｉｔｅｍ」配下に、情報要素「ＤＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａ
ｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」及び情報要素「
ＤＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂ
ａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」を有している。
【００３９】
　情報要素「ＤＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」には、「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-ＣＧＩ）
」によって特定されるＣＣにおける下りリンクの干渉レベルとして、「ｈｉｇｈ　ｉｎｔ
ｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（干渉レベル高）」、「ｍｅｄｉｕｍ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（
干渉レベル中）」及び「ｌｏｗ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ（干渉レベル低）」のいずれ
かが設定可能である。
【００４０】
　情報要素「ＤＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙ
ｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」には、「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-ＣＧＩ）」によっ
て特定されるＣＣにおける下りリンクの干渉レベルとして、「ｔｒｕｅ（干渉レベル高）
」及び「ｆａｌｓｅ（干渉レベル低）」のいずれかが設定可能である。
【００４１】
　ＣＡ制御部１１は、無線基地局ｅＮＢ＃１配下における移動局ＵＥのＣＡ通信を制御す
るように構成されている。
【００４２】
　ここで、ＣＡ制御部１１は、周辺無線基地局ｅＮＢ（例えば、無線基地局ｅＮＢ＃２）
によって通知された干渉レベルに基づいて、複数のＣＣに含まれるＰＣＣ又はＳＣＣにお
けるサービングセルＰｃｅｌｌ/Ｓｃｅｌｌを決定するように構成されていてもよい。
【００４３】
　例えば、ＣＡ制御部１１は、周辺無線基地局ｅＮＢ（例えば、無線基地局ｅＮＢ＃２）
において干渉レベルの高いＣＣを、サービングセルＰｃｅｌｌ/Ｓｃｅｌｌとしないよう
に構成されていてもよい。
【００４４】
　また、ＣＡ制御部１１は、移動局ＵＥの無線基地局ｅＮＢ＃１配下のセル＃１から周辺
無線基地局ｅＮＢ配下のセル（例えば、無線基地局ｅＮＢ＃２配下のセル＃２）へのハン
ドオーバにおいて、干渉レベルの高いＣＣを、サービングセルＰｃｅｌｌとして選択しな
いように構成されていてもよい。
【００４５】
　なお、ＣＡ制御部１１は、図３に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」を参照し
て、情報要素「ＵＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」の設定値及び情報要素「ＵＬ　Ｈｉｇ
ｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄ
ｔｈ全体）」の設定値の少なくとも１つに基づいて、情報要素「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-Ｃ
ＧＩ）」によって特定されるＣＣにおける上りリンクの干渉レベルを決定するように構成
されていてもよい。
【００４６】
　また、ＣＡ制御部１１は、図３に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」を参照し
て、情報要素「ＤＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ全体）」の設定値及び情報要素「ＤＬ　Ｈｉｇ
ｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（ｓｙｓｔｅｍ　ｂａｎｄｗｉｄ
ｔｈ全体）」の設定値の少なくとも１つに基づいて、情報要素「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-Ｃ
ＧＩ）」によって特定されるＣＣにおける下りリンクの干渉レベルを決定するように構成
されていてもよい。
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【００４７】
　また、ＣＡ制御部１１は、図４に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」を参照し
て、情報要素「ＵＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」の設定値及び情報要素「ＵＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ」の設定値の少なくとも１つに基づいて、情報要素「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-Ｃ
ＧＩ）」によって特定されるＣＣにおける上りリンクの干渉レベルを決定するように構成
されていてもよい。
【００４８】
　ここで、ＣＡ制御部１１は、情報要素「ＵＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌ
ｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」に設定されているＰＲＢの全ての「ｃｏｄｅｐｏｉｎｔ
（ｈｉｇｈ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｅ、ｍｅｄｉｕｍ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ、ｌｏ
ｗ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）」が同じであった場合、ＣＣ単位の干渉レベル（すなわ
ち、システム帯域幅全体の干渉レベル）として、かかる値が設定されていると判断するよ
うに構成されていてもよい。
【００４９】
　同様に、ＣＡ制御部１１は、情報要素「ＵＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」に設定されているＰＲＢの全ての「ｃｏｄｅｐｏｉｎｔ（１：干
渉が高い、０：干渉が低い）」が同じであった場合、ＣＣ単位の干渉レベル（すなわち、
システム帯域幅全体の干渉レベル）として、かかる値が設定されていると判断するように
構成されていてもよい。
【００５０】
　また、ＣＡ制御部１１は、図４に示す「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」を参照し
て、情報要素「ＤＬ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」の設定値及び情報要素「ＤＬ　Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ」の設定値の少なくとも１つに基づいて、情報要素「Ｃｅｌｌ　ＩＤ（Ｅ-Ｃ
ＧＩ）」によって特定されるＣＣにおける下りリンクの干渉レベルを決定するように構成
されていてもよい。
【００５１】
　本実施形態に係る移動通信システムによれば、「Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｒｏｍａｔｉｏｎ」
を用いて、隣接する無線基地局ｅＮＢ間で、下りリンク及び上りリンク別に、ＣＣ単位の
干渉レベルを交換することができる。
【００５２】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００５３】
　本実施形態の第１の特徴は、移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２配下の
複数のＣＣ（キャリア）を用いてＣＡ通信を行う移動通信方法であって、無線基地局ｅＮ
Ｂ＃１/ｅＮＢ＃２が、周辺無線基地局ｅＮＢ＃２/ｅＮＢ＃１に対して、複数のＣＣに含
まれるＣＣごとに、下りリンク及び上りリンク別に、干渉レベルについて通知する工程を
有することを要旨とする。
【００５４】
　本実施形態の第１の特徴において、無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２が、通知された
干渉レベルに基づいて、複数のＣＣに含まれるＰＣＣ（主キャリア）又はＳＣＣ（副キャ
リア）におけるサービングセルＰｃｅｌｌ/Ｓｃｅｌｌを決定する工程を更に有してもよ
い。
【００５５】
　本実施形態の第２の特徴は、移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２配下の
複数のＣＣを用いてＣＡ通信を行うことができるように構成されている移動通信システム
で用いられる無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２であって、周辺無線基地局ｅＮＢ＃２/ｅ
ＮＢ＃１に対して、複数のＣＣに含まれるＣＣごとに、下りリンク及び上りリンク別に、
干渉レベルについて通知するように構成されている送信部１２を具備することを要旨とす
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【００５６】
　本実施形態の第２の特徴において、通知された干渉レベルに基づいて、複数のＣＣに含
まれるＰＣＣ又はＳＣＣにおけるサービングセルＰｃｅｌｌ/Ｓｃｅｌｌを決定するよう
に構成されているＣＡ制御部１３を更に具備してもよい。
【００５７】
　なお、上述の無線基地局ｅＮＢ＃１/ｅＮＢ＃２や移動局ＵＥの動作は、ハードウェア
によって実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールに
よって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００５８】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００５９】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。また、かかる
記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして無線基地局ｅＮＢ＃１
/ｅＮＢ＃２や移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。
【００６０】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００６１】
ｅＮＢ＃１、ｅＮＢ＃２…無線基地局
１１…送信部
１２…受信部
１３…ＣＡ制御部
ＵＥ…移動局



(9) JP 2012-253407 A 2012.12.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2012-253407 A 2012.12.20

【図５】



(11) JP 2012-253407 A 2012.12.20

10

フロントページの続き

(72)発明者  高橋　秀明
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内
(72)発明者  岡本　健志
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内
(72)発明者  阿部　哲士
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内
Ｆターム(参考) 5K067 AA03  AA21  BB04  BB21  DD11  DD57  EE02  EE10  EE61  FF02 
　　　　 　　        FF16  HH22  HH23  JJ13 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

